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特集 解説員の養成

博物館とお客様を繋ぐ
展示解説員の業務と研修

千葉県立現代産業科学館普及課 上席研究員山口 剛

当館は、だれもが産業に応用された科学技術を体験的に

学ぶことのできる科学館として、平成 6 年 6 月に開館した。

平成12年 8 月に入館者数が200万人を突破し、年間約34万人

を迎えている。常設展示室は、「現代産業の歴史」、「先端技

術への招待」、「創造の広場」から成り、映像ホーノレ、科学情

報コーナー、屋外展示もある。 館主肘哉は庶務 ・ 普及 ・ 学芸

の3課から成り、職員は47名である(平成14年 1 月現庄)。

このうち、技術員 8名、展示解説員 9 名が期間雇用職員(任

期 1 年、継続可能)である。展示解説員(以下、解説員と

する)は普及課に所属し、展示解説~受付案内、フロアー

業務、イベント補助等を行っている。 平日は 5 人、それ以

外は 6 人が出勤している。

幸欣尾に採用きれた解説員は内定後の 3 月下旬に 5 日間の

事前研修を受ける。 そして、 4 月からは先輩解説員ととも

に業務にあたる。事前研修では、館の業務全般にわたる知

識の習得と接遇やアナウンスなどのトレーニングを受ける。

しかし、これだけでは充分で、はなく職員、特に先輩解説員

からの指導を受けながら実務にあたっている。

以下、解説員の業務内容と関連した研修などについて述

べる。

展示解説

(常設展示解説)

毎日午前と午後に各 1 時間 「解説タイム」を設けて、 3

つの常設展示フロアーの解説を各20分間行っている。 また、

団体などの希望があれば随時 「解説、ソアー」も実施してい

る。さ らに、お客様からのご要望があれば適時解説を行う 。

解説買はお客様の年齢や関心の度合いなどにあわせた適切
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展示解説員 宮下朋子

な解説を行うことが求められている。

新人解説買は、各フロアーのシナリオに沿って解説が行

えるように、まず、先輩解説員の指導を受けながら自己研

修を行う 。 そして、採用から約 3 ヶ月後に学芸 ・ 普及課等

の職員の立ち会いのもとに 「仕上げ」の解説を行う。参加

者はその場で評価用紙に所見を記入し、口頭でアドバイス

も行う。評価の観点は、説明(わかりやすき、時間、展示

物の指示の仕方、お客様の誘導)、発声(しゃべる速さ、声

の大きさ、発音)、態度(姿勢、目配り)等である。新人解

説員はこれらを自分自身でまとめて報告書を作成し提出す

る。さ らに、年度末には「解説、ソアー」の「仕上げ」を実

施する。 これらの過程を経て、より適切な解説を提供でき

るようになる。

展示に関する知識は、展示物や解説パネル、常設展示解

説書等から得ることはもちろん、研究員から提供される資

料、解説員自らが探した文献資料等も重要で、ある。 開館以

来こうした資料がかなり増えたので、今年度は、これらを

毎日行う朝礼・終キL
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ファイルし直し、同時に資料情報をデーターベース化して

活用しやすいように改善した。 また、役立ちそうなウェブ

サイトも活用できるようにした。 解説員は、自らこれらを

利用し、新たな知見を吸収し、解説に役立てるようにしてい

る 。 その他、必要であれば研究員が研修を行うこともある。

(特別展の解説)

当館では年に一度特別展(有料)を実施している。 会期

中、午後の1時間に展示解説を行つ 。 これは全解説員にと っ

て毎年初めての経験になる。 研修は、特別展担当研究員が

中心になり、約 1 ヶ月前から終礼後に特別展に関する説明

を行う 。 また、解説員は関連資料をもとに自己研修も行う 。

展示完成後に、シナ リ オに基づく 20分程度の「仕上げ」の

解説を会場で実施し、研究員等より指導を受けた後にお客

様に対して解説を行う 。

(科学館たんけん隊)

「科学館たんけん隊」は、子供にも解説に耳を傾けてもら

うねらいがある。 i:j:旨令書」というワークシートの問題を約

30分かけて解いてもら った後に、たんけん隊の隊長である

担当解説員が参加者と展示室をまわり、答え合わせと解説

を行う 。解説員には事前に簡単な解説案が示されているが、

参加者の年齢層、関心の程度などを考慮したわかりやすい

解説か求められる。

受付業務等

エン ト ランスホールと映像ホールの受付も重要な業務で

ある。 エントランスでは、公開実験や映像の開始時間等の

放送、入館者のカウント等も行っている。 映像ホールでは、

上映作品の案内、観覧券の販売 ・ 集計、上映開始前のステ

ージ上での全天周映画の説明ナレーション等も行っている。

受付はいわば博物館の顔であり、お客様の当館のイメー

ジをも左右する。 お客様からのご質問、ご要望などを的確

に判断・処理すること、マニュアルにはない事例や様々な

トラブルに対し臨機応変な対処とすみやかな連絡等か求め

られる。 新人解説員がこうした対処を全て適切に行うこと

は難し く、先輩解説員等からの助言や指導が必要になる。

適切な対応のためには、朝礼と終礼時に普及 ・ 学芸誤

解説員相互の連絡をしっかり行い、その日の来館団体や行

事、展示の変更点、 ト ラフルなどをきちんと把握する必要

がある。 朝礼と終札には、解説員、技術員、学芸 ・ 普及課

の担当職員が参加し、解ー説員がこの司会を当番制て

いる。
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常設展示の解説

放送やナレーションでは、お客様に聞き取りやすく、好

印象を与えるように話すことが重要で、ある。 そのために、

年1凪外部講師による指導を受け、毎日朝礼後に発声練習も

行っている。 また、耳が不自由なお客様に対しても簡単な

案内ができるように手話の練習もしている。

フロアー業務

各フロアーで、は解説の他に展示物の欠損やトラブルがな

いか等、安全の確認も行フ 。 常に快適な状況で展示を見て

いただけるよう気を配り、子どもが走り回っ たり展示物に

よじ登るなど危険と思われる場合等は保護者の方に注意し

て頂くようお願いしたり、放送で注意を促す。 フロアーご

とにマニュアjレがあるが、状況に応じた的確な対応か求め

られる。

各種イベントの補助

当館では、毎日、「実験シアター」、「実験カウンター」、「サ

イエンスステージ」、「放電実験室」などで実験を公開してい

る。実験、操作などは技術員が行うが、サイエンスステー

ジの実験の一部や放電実験などでは解説員も参加し、ナレ

ーショ ン等を行う 。 また、「身近なサイエンス教室(平成13

年度は 6 回実施) J、 「おもしろ工作クラブ(同20回実施) J な

どのイベン トにも解説員 1 名が参加し、指導の補助を行っ

ている。 これらは毎回内容が異なるために、担当者は事前

に担当研究員 と打ち合わせを行い内容、手)1慣、 注意事項な

どを把握しなければならない。

その他

解説員 9 名のうち リ ーダー 1 人、サブリ ーダ-2 人をお

き、 リ ーダーが解説員のとりまとめを行い、それ以外の 8

名が勤務シフト作成や研修等の係を分担し、計画や細かい

作業を各自が責任を持って行っている。 また、月ごとに共

通の目標を立て、さらにレベルア ップできるように努力し
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ている。

当館では多くの業務を館内'情報システムにより処理して

おり、解説員 も 「解説タイム」 の記録、団体予約の確認、

毎日の予定表の作成などはコンビューターを使っている。

これらの操作は変更時には研究員が研修を行うが、それ以

外は経験のある解説員か操作方法を教えている。

おわりに

千葉県の県立博物館11館のっち解説員がいるのは中央博

物館と当館だけである。解説員の業務は多岐にわたるので、

単なる案内係ではなく、館とお客様を繋ぐために充分な知

識を持ち、経験を積んだ専門スタッフでなければならない。

きらに、お客様に博物館で快適な時間を過ごしていただけ

るよう常に冷静な判断と親切かっ丁寧で沿、のこも っ た対応

を心掛けなければならない。 ここで、強調しておきたいこ

とは当館では解説員 自らが自覚をもち、博物館の活動にお

いて自らが果たすべき役割について考え、様々な取り組み

を実践してきたことである 。 現荘、解説員の業務量は多く、

時間的余裕はあまりないが、こうした自主的な取り組みを

行う雰囲気は継承していきたいと考えている。

*宮下朋子・小島和子 ・ 後藤真知子・清津里枝 ・ 新田貴子・

宮崎りか ・ 岡本奏 ・ 安由美由紀 ・ 小倉恵美子 (1998 ) 展示解

説について 千葉県立現代産業科学館研究報告第 4 号 ・

91-105. 

科学館と市民とを結ぶ展示運営のサポート
仙台市科学館、仙台市こども宇田館のオペレーションスタッフとその研修

株式会社乃村工雲社文他環境カンパ二一デザイン 1 部プランニングルームルームチーフ 若月 憲夫

東北支店営業部チーフ (オペレーシ ョ ンスタッフ管理) 津田 実人

はじめに

今ハンズオンがミ ュージアムの新しい展示の方法として

注目を集めているが、科学館では古くから参加倒験型の展

示が導入されてきた。 その多くは、来館者のみで操作体験

が可能なセルフカ、、イド方式のものであるが、乗り降りを必

要とするような臨場感の高い装置では、人による運営が必

要不可欠となる。 またデモ実験や展示フロアーでの案内、

受付業務など、今日の科学館では、主に女性を主体とした

展示の運営スタ ッ フを置くことが一般的になってきている。

弊社は、仙台市科学館とこども宇宙館の展示を手がけた

ことがきっかけで、 1990年よりこども宇宙館、翌年から市科

学館へのオペレーションスタ ッ フの派遣を開始した。 ここ

にその人材育成を始めとする取り組みについて報告したい。

研修や自己啓発一これまでの取り組み

2001年 4 月現庄18名(市科学館10名、こども宇宙館 8 名)

いるオペレーションスタ ッ フは、身分的には耕土東北却苫

所属の契約社員であり 。仙台市と弊社との契約に基づいて、

両館へ人材派遣するという形態をとっている。 研修にあた

っては、展示の意図や展示品の意味、デモ実験の方法等、

内容に関する事項は、勤務館の学芸員より指導を受けてい

るが、接客時の姿勢や話し方、 トラブル時の対処方法、化
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粧の仕方等の 「接遇マナー研修」 については毎年 4 月に弊

社の責任で守子っ ている。

加えて、他結フロアースタ ッ フの活動状況の視諜会や輪

講方式の勉強会を行うなど意識の向上をめざした独自の研

修を行うとともに展示物の解説マニュアルの作成等も行っ

てきた。 こうした中から科学館に勤務するという脚易意識

が芽生え、スタ ッ フが独自に図解入りで展示解説を作成し

たり、入場の記念品として恐竜の折り紙を制作して配る等

の活動も芽生えてきた。

その一方で、、仙台市科学館では、 1999年度から展示解説

のボランティア制度が始まるなど、これまで利用との「接

折り鶴を前にしたフロアースタッフ
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オベレーションスタ ッ フ研修項目一覧

年度 仙台市科学館

1990 接遇研修

1991 接遇研修

1992 接遇研修

1993 接遇研修

1994 接遇研修

接遇研修 |解説マニュアル作成着手|

1995 福島県立博物館視察

及び意見交換会

1996 接遇研修

接遇研修

1997 盛岡市こども科学館

夢交流博覧会(仙台)視察 |完成→運用|

1998 
接遇研修

救命士講習会

接遇研修

1999 仙台市内他類似施設への視察

(科学展示発見の視察)

2000 接遇研修

2001 接遇研修

点」を一手に担ってきた彼女たちの中に、自分達自身の存

在価値を自問する声も生まれてきた。

スタッフの声を展示設計に活かす

1999年、仙台市科学館で昔日分改装の計画か持ち上がり、

弊社は、その設計を受注 ・ 担当することとなっ た。改装設

計に際しては、学芸員の方々が考えた内容やイメージを装

置や造千戸防として具現a化していくことが中心となるが、同

時に、既存の展示の問題点や人気度等も議論 ・ 検討の対象

となる。そこで\館サイドの学芸員の方々との打合せに加

えて取り入れたのがオペレーションスタッフの声を聞くこ

とであった。

近年、展示評価が注目され、展示改善の手法として利用

者の動向や意見を取り入れることか試行されているが「同

じ会社」が、運営と読十を手がけるという好条件を活かす

試みとして注目したのがオペレーションスタッフである。

この試み、最初は、オペレーショ ンスタッフの側にも展

示デザイナーの側にも戸惑いがあった。オペレーションス

タッフにとっては、たとえ 「展示会社」の所属とは言って

も、展示づくりに意見を述べる機会があるとは夢にも思わ

なかったに違いない。 けれども、 この展示設計が自分たち

の日常勤務する「聯碁」の問題であり、それに参画できる
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仙台市こども宇宙館

接遇研修

接遇研修

接遇研修

接遇研修

接遇研修

接遇研修 |解説マニュアル作成着手1
福島県立博物館視察

及び意見交換会

接遇研修

接遇研修

盛岡市こども科学館

夢交流博覧会(仙台)視察 I 完成→運用1

接遇研修

救命士講習会

接遇研修

接遇研修

接遇研修

素晴らしさを伝えた結果、 鏡舌に語り出すものが何人か現

れてきたのである。

「今、科学館に展示きれている象の骨格標本は、生きてい

る時はダンという名前で、……」かつて八木山動物園で詞育

されていた象のつがいが死んで骨格標本とな り、 一体は粛

藤執層、会の自然史博物館に、そしてもう一体カ望科学館に来

た経緯を、別れることを余儀なくされたカップルの話のよ

うに女性らしい!音性で語りかけるものがいた。また阪神大

震災の直後に熱心に仙台の地層模型を見る人がいて、それ

は不動産関係の方で、活断層について調べにきたことなど展

示室の現場にいなければ判らない報告もあった。

オペレーションスタッフの声を反映して誕生した「チャレンジラボ」
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これらの話は、科学館の展示を一般市民の日常生活とい

う視座から、見つめなおす上で大変に興味深いものがある。

利用者と同じ目の高さで市民と接しているのが彼女達であ

り、それは、次の展示を考える上で大きなヒントを与えて

くれるだろう。

展示を解説する「自分の言葉」を求めて一私のミュージア

ム探し

同時に、オペレーションスタッフたちも、勤務する科学

館の魅力を、より深く知り、その中で、何が出来るのかを

自主的に考えていくような習慣が芽生えればと考えた。勿

論、立場上、彼女達の提案やアイデアがf科学館サイドに取

り入れられる機会は極めて少ないが、利用者と展示室で接

するという職協範囲の中では、即座に実行できることも多

いだろう。そこで研修のひとつとして行ったのが、私の展

示、私のミュージアム探しのプログラムである。

これは、仙台市内でひとつ「自分のミュージアム」を決

めて見学に行き、その展示の中に科学館の展示と関係ある

ものを発見するというプログラムである。ヒントは、先程

の夕、ン(象の骨格標本)の話であった。仙台市科学館には、

タツの話を報じた新聞記事が掲示してあるのだが、それに

興味を持った利用者につがいの象の骨格標本が置いてある

粛藤執思会自然史博物館の様子を話せば、より興味が深ま

るのではないだろうかという発想である。オペレーション

スタッフが「自分の言葉」で話せば、それは科学知識を基

盤とした解説ボランティアとは、一味違った科学館の魅力

ともなるだろう。

具体的には、市科学館に勤務する希望者のみのレポート

とし、行き先は重複を避けるためオペレーションスタッフ

のリーダーカ調整し、市内 7館に東北歴史博物館を加えた

8館を一人ひとりが訪ねることとなった。

何とか科学館の展示とのつながりを見つけようとする努

力が見られるものから、単なる展示の視療報告に終わって

しまったものまで様々なレポートカサ是出きれたが、その結

果以上に、関連性探しといっ目的をもった伽官の見学を通

じて、勤務する科学館の展示に改めて目を向けるきっかけ

になることが重要であろう。オペレーションスタッフの中

で、子どもの頃、科学か好きで理科か得意だ‘った者は少な

い。そんな生い立ちの彼女たちが、科学(の展示)を「自

分の言葉」で解説できれば、それは利用者と科学館との大

きな橋渡しになる。同時にスタッフ達にとっても仕事の中

に自分を活かせるという意味でモチベーションの向上にも

つながっていくのではないだろうか。

求められるミュージアムの連携の中で

きてこのプログラムは、副産物としてミュージアム同士

の連携のあり方を考えるヒントを与えてくれる。 2000年度、

仙台で開催された全国博物館大会では、初めて「対話」と

「連携」の博物館が提唱きれた。ここでいう連携とは、博物

館同士の連携であり、博物館と市民や地域社会との連携で

あり、そして博物館に勤務する職員聞の連携である。

今、すぐにでも出来るミュージアムの連携として、展示

解説等の中で、関係する他の館の展示を相互に広報するこ

とも興味深いのではないか。科学館に行ったことが文学館

を訪ねるきっかけとなったというような状況をつくること

は、総合的な学習の時間へのミュージアムの貢献を考える

上でも興味深いものがある。オペレーションスタッフが行

った研修は、正にその考え方を先取りしたものと言うこと

カfできる。

同時に改めて考えたいのが、ミュージアムがはたすべき

使命を実現するための職員聞の連携という課題の中でのオ

ペレーションスタッフのあり方と言えよう。館長を頂点と

する職員のピラミット構造の中で、その裾野に位置するの

が彼女たちオペレーションスタッフであるが、同時に最も

頻繁に利用者との接点を持ち、接客のフロントにいるのが

彼女たちである。ミユージアムのマーケテイングという視

座に立っとき、その情報をフィード、パックする仕組みを持

つことも興味深い試みではないだろうか。

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製・骨格標本 ・ レプリカ

加工/販売/リース

藷東洋近代美術研究所
製作所干 272-0816 直通告047-337-5678

千葉県市川市本北方2-18-1 ft047-337-5883 
FAX 047-338-1978 

本社 干272-0834 千葉県市川市国分5-3-25 ft047-374-1564 
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展示と見学者を結ぶボランティア活動
国立科学博物館における実践と新たな試み

解説員はなぜ必要か

博物館において、解説員が見学者に展示を分かりやすく

説明することは、見学者にと って大変有益なことであり、

生涯学習社会の要請でもある。 解説パネル、音声解説機器、

コンビュータのタッチノマネルなどではなく、あるいはそれ

らがあってもなお人が解説を行う理由は、相手のニーズ、

レベノk 状態に合わせた、暖かな感情がこもった解説がで

きるからである。 そして、解説とは物事を詳しく分析して

よく分かるように行う説明であり、寸主に解説者とは専門

的な知識を持ち分かりやすく説明ができる人であるとすれ

ば、その役割を担うべきは学芸員 ・研究員である。

しかし学芸員 ・ 研究員の職責は多岐にわた り、 専ら展

示解説を行うことはできない。 そこで主たる業務として解

説を行う者が必要となるが、一方的な説明ならまだしも、

質問を受ける場合は専門的な知識を要するし、学芸員 ・ 研

究員できえ専門外の分野をカバーすることは容易なことで

はない。 そこにデイレンマがある。

展示と来館者を結ぶボランティア活動

国立科学博物館でで、はボランテイアカ

きまざまな活動を行つているが、その中で解説のようなも

のは平成10年11月に開始した「カ1 トヘソアー」である。

方、イドツアーはハイライトコースとテーマコースの 2種

「ガイドツアー」を行うボランティアと参加者
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国立科学博物館教育部石川 昇

類がある。 前者は、館内の見どころを約 1 時聞かけて案内、

説明して回るもので、毎日、 10:30、 13:30、 14:00の 3 回出

発している。 かイドの対象となる展示は館で25を選択、提

示し、ボランティアは自分の行いたい展示を選んで案内す

る。 後者は、特定のボランティアが特定のテーマで、自分てや

シナ リオを作って展示を案内、説明するもので、 実施はシ

ナ リ オ等について研究官のチェ ッ クを受けてから行う 。

また、平成13年11月から開始した活動に「展示室方、イド」

がある。 みどり館 2 階の動物分類展示室で、午前午後に各

2 時間、展示の案内 ・ 情報提供、見学者との交流を行う 。

展示室には秋田犬ハチ、カラフト犬ジロ、ニホンオオカミ、

ニホンカワウソなどの剥製をはじめ、昆虫や鳥類など青少

年に人気のある展示が多く、案内のし甲斐がある。 そして、

触れる標本や資料を用いるなどの工夫もしている。

この二つの活動以外にも、参加体験型展示「たんけん広

場」における指導助言なども解説のようなものである。

カ、、イドツアーは別名「展示案内」と言い、展示室方、イド

も「かイド(=案内)J という名称である。このように解説

のようなものを行いながら「解説」でも「説明」でもなく

'7ゲイド、」という表現にしたのは二つの理由がある。

一つは、見学者に対し、あらかじめ研究官による解説で

はないことを知っていただきたいということであるが、そ

「展示室ガイド」のボランティアと見学者の交流
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れ以上に、ボランティアが説明して見学者が聞くという形

ではなく、ボランティアが案内して見学者といっしょに展

示を楽しむという形を目指したのである。「説明」をくする〉

くきれる〉の関係だとコミュニケーションが一方的になりが

ちだ抗「案内」であれば、知識・情報・感情のコミュニケ

ーションが生まれやすいのではないかと考えた。

来館者は博物館見学に何を求めるか

見学者のどれくらいの人が「見て学ぶ」あるいは調べる

という目的意識を持って、各展示の属性や価値を確認した

り評価しながら「見学」をしているのだろうか。特別展や

企画展の際は目的を持って見学する人が多いが、常設展示

の場合、多くの人は、自分の興味関心を号 1 < 展示に出会う

までは、何となく展示を見ているのではないだろうか。

そのような見学者にとっては、館の人々とのコミュニケ

ーションも博物館見学における満足感を高める一部になる

のではないか。人は何か面白い知識を得たり感動したりす

ると、そのことを他の人に伝えたくなるようだ。当館では、

ボランティアが平成元年から「見科目談コーナーJ (平成 6

年 3 月から「案内所」と改称)で案内 ・ 情報提供、見学の

相談への対応を行ってきたが、そこでは質問や苦情などの

ほか、「面白かったJ ，-すごい00ねJ ，-ハチ公にあえてよか

ったわ」などという感想や、展示に関する知見の披涯が寄

せられ、ボランティアは見学者と交流を行ってきた。

このことから、見学者の博物館見学における満足感の要

因は見学者のく見る> <知る〉という基本的欲求の充足だけ

でなく、食堂でく食べる〉、売店でく得る〉などとともに、

く人と交わる〉ことの充足もあると考えたのである。

ボランティア活動者の葺成

ガイドツアーの研修は活動方法と見学者への対応につい

てが中心で、説明内容については展示と展示ノfネノレを見な

がら、資料を読み込んで学習することが求められる。そし

て、活重力希望者は実施の前には職員の前で、試演(リハーサ

ノレ)を行い、見学者との対応、基本的な用語の使い方など

をチェックされ修正する。場合によっては試演を数回行う。

展示室ガイドの研修は、ビデオ録画した研究官の展示解

説を視聴する形式にし、概論となる動物の分類については

座学とビデオ視聴にした。さらに展示解説のビデオは頒布

し、関連資料も用意した。展示を前にした研修は150名近く

のボランティアか受講を希望するものの、微小な展示も多

く 一度に 15名以下でないと展示を見ることができないため、

ビデオ撮影、録画、視聴という方法となった。

活動にあたってボランティアが留意する点としては、一

つは誤った情報を伝えないこと、二つめは「案内きせてい

ただく」姿勢で独りよがりにならず、相手に合わせて行う

こと、三つめは専門家でないことを肝に銘じて謙虚に行う

ことであり、終了する際は参加した見学者に「お聞きいた

だきありカfとうございました」と言うようにしている。

ボランティア活動の成果

活動を希望するボランティアは自鮒ヰ学に興味関心を持

っている人が多く、好きなことを学習して他の人に伝える

という活動はやりがいと喜びを感じることができるため、

その学習は楽しく、積極的なものになった。ボランティア

同士の情報交換、相互学習も活発になった。

好きなことを学習することは楽しく、人に伝えることも

楽しい。ボランティアの楽しきと熱意が見学者に伝わると

き、見学者はボランティアの展示に対する愛着と伝えたい

という熱意を感じる。自分たちと同じ市民がボランティア

として、謙虚な姿勢で一生懸命学習した成果を伝えようと

する姿勢に共感する。人によってはボランティアへの敬意

と感謝の念も生まれる。そして、見学者は専門家から受け

る解説とは別に、ボランティアが行う活動に意味と意義を

感じる。出会いと交流の楽しさを実感する。

見学者にとってはボランティアとの交流も博物館体験で

あり、博物館の魅力の一要因となっているようだ。ガイド

ツアーに何回も参加する見学者がいる。礼状を寄せてくれ

る見学者がいる。ボランティアも与えるだけでなく、見学

者からさまざまな情報をいただいたり、励ましを与えられ

る。

科博におけるボランティア活動は、ボランティアカ司モ館

者とつくる教え合い学ぴ合う交流の場である。

※世界の化石・

鉱物・恐竜・化石

人類・動物骨格

標本及び模型の

輸入専開業者 ティラノサウルス・ REX
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若草ゼネラルサイエンス
コーポレーション

〒107-0052 東京都港区赤坂 3 -11-1 4 赤坂ペルゴピjレ802

TEL 03 (3583) 0731代表 FAX 03 (3584) 6247 
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海 外 二L

ろう者の理解の普及をめざした子供博物館が、 米国で開館

「あなたは、何がろうの原因になっているかを知りたいと、

考えてみたこ とがあ り ますか? J 

「あなたは、どうやって音が聞こえるかを知りたいと、考

えてみたことがありますか? J 

「あなたは、とつぜん耳が聞こえなくなってしまった場合

のことを、考えてみたことがありますかじ

「あなたは、家族や友だちに自分たちの言いたいことを、

お互いにどのように伝えあっているかを、考えてみたこと

がありますか? J 

「あなたは、電話の し くみを、考えてみたことがあります

か ?J

こういった質問に芦付る答えは、 2001年10月 28 日にシカ

ゴで新 し く開館した子ども博物館 íThe Children's 

M useum on Deafness J で用意きれている。同館は、非営

利法人である国際ろう及び芸術センター (Internationa l

Center on Deafness and the Arts シカゴ WWW.

icodaarts . orgj) れ聴者(健聴者)を大橡に、ろう者(聴

覚障害者)による社会貢献と、聴覚障害及びろう者か織り

成す「ろう文化 deaf cultureJ への理解を深めるための施

設と してに設けられた。 同館では、小学生と中学生を主な

対象者としており、ろう者劇団による芝居の上演が行われ

る小劇場 (90席)と、「聴覚障害の科学」 ・ 「ろうへの適応」 ・

「ろう者の文化」を紹介した常設展示、および博物館見学の

思い出ビデオが作れるスタジオか設けられている。「聴覚障

害の科学」のコーナーで、は、「音とは何か」 ・ 「聴力のしくみ」・

「ろうの原因」によってテーマか構成されている。また「ろ

うへの適応」のコーナーでは、「アメリカ手話(ASL)J ・ 「補

聴技術の発達」 ・ 「バリアフリー住宅Jtこよってテーマか精成

きれており、「バリアフリー住宅」では、ろう者か安全な生

活を営めるように様々な技術的な装置を備えたモデルハウ

スがつくられている。「ろう者の文イ七」のコーナーで、は、「著

名なろう者の貢献」・「ろう者によるアート表現」・「ろう者と

聴者の対話の壁」によってテーマか構成されている。「著名

なろう者の貢献」では、人類の歴史の発展に貢献した著名

なろう者(エジソン等)の残した業績と、彼らの苦難に満

ちた生涯がわかりやすく紹介きれている。 「ろう者によるア

ート表現」では、ろう者の間で日常的に使っている様々な
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ス 安井亮・桜美林大学講師(博物館学)

表現やイメージを制作の意図を伝える記号として表現した

現代絵画の作品を紹介している。事前に連絡をしておくと、

手話通訳者による展示解説が観覧者に対して行われる。元

ろう学校の教師であり、国際ろう及び芸術センターの館長

であるジャッキー・キメルによれば、ろう者である子ども

と、聴者である子どもには、同館は次のような学ぶ機会を

提供している。「彼ら(ろう者)には、ろう者をとりまく社

会環境の改善の変遷の歴史的事実を知り、また聴力を失っ

たことについての正しい科学的理解を植え付け、そして自

分たちが決して孤立していなし支えてくれる仲間が沢山

いることを知り、さらに人間としての尊厳を持たせてくれ

る」。そして「彼ら(聴者)には、学校の教室で憐に座って

いる子(ろう者)について理解するための豊富な情報源を

提供してくれるJo www.icodaarts.orgjcmd.html 

遺伝子解読に関する常設展が、シカゴ科学産業博物館にオ

ーフン

アメリカの博物館で遺伝子解読を取り上げた初めての常

設展が、このほどシカゴ平ヰ学産業博物館で2002年1月 11 日に

オープンした。 íGenetics:Decoding LifeJ と題した同展

では、クローン技術など遺伝子工学の最先端が紹介されて

いる。 また同展にあわせて、遺伝子工学の最前線で活躍す

る研究者を招いたシンポジウムが3回にわけて開催されてお

り、既に 1月 20日に開催された第一回のシンポジウムのハイ

ライ ト がビデオファイルとして同展のホームページからダ

ウン ロ ードできる。 www.msichicago .orgjexhibitj

geneticsjsymposia 01. html 

ゲノム研究の最前線を紹介した巡回展が、カナダ自然博物

館で2003年春にスタート

オタワにあるカナダ自然博牧鵡は、このほど1月 23 日に発

表したところによると、ゲノム ・ カナダとカナダ国立衛生

研究所 (CIHR) の協力を得て、周囲で初めてのゲノム研究

に関する巡回展を、同館を皮切りに2003年春にスタートさ

せることになった。 íGeee! In GenomeJ と題したこの巡

回展では、カナダ国民にゲノム研究の最前線をわかりやす

く紹介することを目的にしている。 同館での12週間の会期

後、カナ夕、、各地の博物館で開催予定である。
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熱帯雨林に棲むチョウを紹介した生態展が、アメリカ自然

史博物館で開催中

真冬のニューヨークでは、多くの市民は寒さとそれに伴

う退屈な日常から逃れるために博物館を訪れるそうだ。美

術f館に行く人も多いが、セン トラル・パークの西側にある

アメ リカ自然史博物館へも多くの人が訪れている。当然の

ことながら、館側でも観覧者に楽しんでもらうために、い

ろんな工夫を凝らしているわけだ、が、現庄アメリカ自然史

博物館でも例外ではない。 現庄同館の館内では特設の放蝶

園(約130m.) か設けられ、その中で熱帯に棲むアゲハチョ

ウ科とシロチョウ科およびタテハチョウ科に属するチョウ

の生態が見られる。この企画展では、生きたチョウか放蝶

園の中で観覧者によって間近に見られるだけでなく、チョ

ウのからだのしくみ、成長、外敵からの防衛、チョウの進

化、チョウをめぐるエコロジ一、チョウの保護についても

わかりやすく紹介している。また特設のホームページでは、

家庭でできるチョウの飼育についても親切な解説を行って

いる。会期: 2002年 5 月 27 日まで。 www.amnh.orgjexhi­

bitionsjbutterfliesj 

英自動車産業の歴史を紹介した常設展示が、英コベントリ

ーの交通博物館にオープン

イギリス中部の都市コベントリーは、同国における自動

車産業の発祥の地として知られており、 1980年に開館した

コベントリー自動車博物館はイギリスにおける自動車産業

の発展の歴史を紹介したところである。きる 1月に、 最初の

商業用自動車が生産きれた 1896年から、同地における自動

車産業の最盛期を迎えた 1948年までの、コベン トリーにお

ける自動車産業の歴史をたどっ た常設展示「ランドマーク

ス Landmarquesjが、大々的な更新を経てオープンした。

更新される前の展示では、自動車の胴体展示が主体であっ

たが、新しく更新された展示では、コベントリーの目抜き

通りの一部の日常的な風景が毘見き札 音響や人物を撮し

た映像の上映によって生き生きとしたものになった。 Museum

of British Road Transportation Coventry www. 

mrt.co.uk 

宇宙船「リパティ・ベル 7J を紹介した特別展が、ボスト

ン科学博物館で開催中

「マーキュ リ一計画」は、 有人宇宙船の打ち上げに成功し

た旧ソ連に遅れをとったアメ リカの有人宇宙飛行計画で、

1958年から 1963年にかけて7名の宇宙飛行士カ宇宙飛行を行

-9-

った。その2回目の宇宙飛行に使われたのが、「 リ パティ ・

ベル 7 Liberty Bell 7 j である。 同号は、 1961年7月 21 日

にガス・グリソム飛行士を乗せてフロリタ?中の大西洋に着

水したが、不幸にも着水後のトラブ/レでフロリタ?中の大西

洋の深海底に沈んでしまった。 1999年5月になって、ょうや

く約4 ， 800mの海底に眠るリパティ ・ ベル 7 が発見さ札 7

月に号|き揚げられた。 ボストン科学博物館では、この引き

揚げられた実物のリ パティ ・ ベル 7 を紹介した特別展が、

2002年1月 26日から 3月 24 日まで開催されている。 マーキュ

リ一計画の五ゴ克を明らかにしよフと試みた同展では、実物

のリパティ・ベル 7 が見られるだけでなく、グリソム飛行

士が飛行中に聞いたさまざまな音声や目にした光景が見ら

れる。

アメリカ自然史博物館、海洋生物の常設展ホールの改装に

着手

次にアメリカ自然史博物館を見学しても、同館の目玉展

示である全長が約31メートルのシロナカ、スクジラは見れな

いかもしれない。 このほど、大々的な展示更新のために、

観覧者に最も人気があったこの巨大な晴手L類を紹介した常

設展示ホールが2002年 1 月に閉鎖された。 2 ， 900m'の展示ス

ペースは、従来の骨格標本の展示に加え、コンビュータの

検索端末や映像展示が大幅に増え、最新の研究成果が紹介

きれることになっている。 2500万ドルの総工費をかけた新

しい施設は、 1 ， 500万ドルをこの改装に寄付したミルステイ

ン夫妻(ともに同館の理事)にちなんで、、 'Pauland Irma 

Milstein Hall of Ocean LifeJ に名称か変わることにな

っている。 オープンは、 2003年夏の予定。 www.amnh.orgj

exhibi ti onsj specialsj oceanjindex.html 

冬季五輪に併せて、ユタ自然史博物館でアメリカ先住民の

歴史を紹介した常設展をオープン

ソルトレークシティでの冬季オリンピック( 2 月 8 日 24

日)は、世界中から人々を呼び寄せるが、同市にあるユタ

自然史博物館は、このビッグイベントに併せた常設展'Utah'

s First N ation: Peoples of the Great Basin and Colorｭ

ado Plateauj を、大会の開催に先立つて 1月 18日にオープ

ンさせた。 同展はユタリー卜| を 中心に、 グレー トベースンおよ

びコロラド高原に先史時代から住む先住民族の歴史と今も

継承されている文化、そして現庄の生活ぶりを紹介したも

ので、ある。

* (やすい ・ りょう) E-post: RGYasui@obirin.ac.jp 
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3月4月の特別展
札幌市青少年科学館

春の特別展「ふれあい宇宙フェスティパル~“きぽう"の世紀

へ-J 3 月 26 日 -4 月 7 日

岩手県立博物館

テーマ展「県北畑作農家の生活用具.J 1 月 22 日 -5 月 6 日

ミュージアムパーク茨城県自然博物館

第24回企画展「コリアの自然史一大陸と日本を結ぶ生きものた

ち一」 3 月 16 日 -6 月 16 日

地質標本館

「切手と鉱物世界の切手コレクションから 」

栃木県立博物館

テーマ展「木の良さ再発見」

群馬県立自然史博物館

4 月 16 日 -6 月 16 日

1 月 13 日 -4 月 7 日

第16回企画展 「ことばて湛ぶミュージアム」

さいたま市青少年宇宙科学館

企画周v '日本側炎水魚展」

埼玉県立自然史博物館

企画展「ちちぶの鳥やけものたち」

千葉県立中央博物館

企画展円美らの作った森」

生態園 ト ピックス展「これか花 ?J

交通博物館

3 月 9 日 -5 月 12 日

1 月 18 日 -3 月 24 日

1 月 5 日 -6 月 9 日

3 月 2 日 -4 月 7 日

3 月 5 日 -4 月 21 日

写真展「国境の除雪列車J 12月 18 日 -3 月 10 日

TEPCO銀座館

「平成13年度 日本子どもの版画展J 3 月 21 日 -31 日

国立科学博物館

企画展「ノーベル賞100周年記念展J 3 月 19 日 -6 月 9 日

機械産業記念館 (TEPIA)

第14回展示「循環型社会を目指す新技術展~豊かなエコライフ

の実現に向けて-J パート II

たばこと塩の博物館

1 月 18 日 -3 月 22 日

企画展「古代アメ リ カの動物デザインJ 2 月 23 日 -4 月 7 日

特別展「武家の精華~松井文庫の剃1工芸品-J (仮称)

4 月 14 日 -5 月 26 日

府中市郷土の森博物館

'2001 ワイルドライフ写真大賞展J 1 月 27 日 -3 月 31 日

東京農工大学工学部附属繊維博物館

第58回特別展「シルク展」

多摩六者降ヰ学館

4 月 17 日 -21 日

春の企画展「野鳥 と友だちになろう ! -武蔵野の鳥-J

3 月 2 日 -31 日
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東京都高尾自然科学博物館

特別展示「自然を写す(第 2 回)J 12月 8 日一 3 月 31 日

特別展示「日原の森一原生林に生きる一J 4 月 6 日 -7 月 7 日

馬の博物館

テーマ展「馬の玩具展J'馬の切手展J 1 月 5 日 -3 月 17 日

春季特別展「働く馬J 3 月 23 日 -5 月 12 日

横浜二ども科学館

企画展「術書、!チャレンジ広場」

上越市立水族博物館

11月 3 日 - 3 月 10 日

春宰侍別展「メダカのくらす水辺の世界J 4月 20 日 -5 月 26 日

新潟県立自然史博物館

開館20周年記念展 '21世紀夢のロボット展」

3 月 23 日 -4 月 7 日

福井県児童科学館

企画展 「エンゼルランドロボットフェスタJ (仮称)ロボッ ト

はともだち ! 3 月 21 日 -31 日

いしかわ動物園

春の特別展 「石)11の自然一加賀と能登J 3 月 20 日 -5 月 6 日

佐久市子ども未来館

開館 1 周年記念特別企画展不思議体験!サイエンスボックス

展 3 月 15 日 -5 月 6 日

中津川鉱制導物館

第10回私の展示室「東濃の甑穴写真展J 12月 2 日 -3月 10 日

東海大学自然史博物館

ヒサクニヒコさんの迫力恐竜原画展 3 月 21 日 -4 月 7 日

名古屋市科学館

企画展「光とあそぼう J 3 月 16 日 -31 日

特別展 目で見る「がん」展 4 月 13 日 -6 月 30 日

半田空の科学館

200 1年「自然の言珪親主J 2 月 2 日 -3 月 10 日

トヨタ博物館

企画展「クルマのかたち いろいろ展~チャンピオン集合 ! -J 

2 月 19 日 -4 月 7 日

滋賀県立琵琶湖博物館

湖の十字路一野洲川平野の弥生 ・ 古墳時代-

兵庫県立人と自然の博物館

企画展「ワンダフルカラー」

明石市立天文科学館

3 月 20 日 -5 月 12 日

2 月 17 日 -6 月 16 日

「ノ、ッブル望遠鏡のとらえた宇宙写真展J 3 月 1 日 -4 月 7 日

「星団 ・ 星団(メシェ天体)写真展J 4 月 10 日 -5 月 26 日

吉備高原ニューサイエンス館

特別展「マグネット展」 4 月 27 日 -5 月 6 日
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広島市ニども文化科学館

「たのしい工作室 l 年のあゆみ展」

広島市健康づいj センター健康科学館

特別展「よい加減な和の暮らし」

広島市交通科学館

3 月 15 日 -31 日

3 月 14 日 -4 月 7 日

春休み企画展「はたらくのりもの大集合一たんけん!港ののり

もの一」

防府市青少年科学館

企画展「山口のキノコ展」

企画展「春休みわくわく科学教室」

愛媛県立博物館

テーマ展「えひめ生きもの写真展」

1 月 29 日 -4 月 7 日

2 月 16 日 -3 月 10 日

3 月 28 日 -4 月 5 日

2 月 1 日 -3 月 24 日

テーマ展「ワシタカ・フクロウのなかま J4 月 2 日 -5 月 26 日

愛媛県総合科学博物館

館蔵品展「翼大空へ航空機と空港を知る」

3 月 17 日 -4 月 14 日

福岡県青少年科学館

「からだを探検!ふしぎソーーンJ-ょうこそ!からだの内部へ

2 月 17 日 -4 月 4 日

「世界のおもちゃ ・大集合」展 わかるかな ?からくりの秘密

4 月 13 日 -5 月 12 日

宮崎県総合博物館

開館50周年記念特別企画展 「生きものたちからの S OS J

2 月 2 日 -3 月 17 日

展示更新

むつ科学技術館

[展示室名]自然の不思議な世界

[主なコーナー(新展示物)の名称、]

波の視覚化展示名:弦のうごき

風の景色 展示名 :風の景色

[更新の展示面積] 13m' 

[オープンの期日]平成14年 3 月中旬

[準備期間]平成13年10月 一平成14年 2 月下旬

施工期間:平成14年 3 月 10 日 -3 月 18 日

[担当業者]設計 ・施工・展示:財団法人目材特技術振興財団

[総工費] 9 ， 450 ， 000円

ムシテックワールド

(ふくしま森の科学体験センター)

[展示室名]なぜだろうランド

[主なコーナー(新展示物)の名称]

SUKAGAWA フライトアカデミー

[更新の展示面積] 214m' 

[オープンの期日]平成13 日 12月 22 日

[準備期間]基本譜十.平成13年 5 月 -6 月

実施設計.平成13年 7 月 -9 月

施工期間.平成13年10月 -12月

[担当業者]諒十.株式会社 日本空港コ ンサルタンツ

施工: 三菱プレシジョン株式会社

展示:株式会社アイエスシ一、株式会社 日本エアシステム

[総工費] 2 億円

東海大学自然史博物館

[展示室名]全館

[主なコーナーの名称]

1 階 ディスカパリーノレーム

- 発見の部屋

2 階氷期の世界他

3階恐竜の世界

[更新の展示面責] 1 ,423m' 

[オープンの期日]平成14年 1 月 2 日

[準備期間]基本設計:平成12年10月 ~平成13年 4 月

実施設計:平成13年 4 月 -8 月

施工期間等・平成13年年 9 月 - 12月

[担当業者]展示設計・施工:東海教育産業株式会社

建物内閲I~ :鈴与建設株式会社

[総工費]改修費 140 ， 000 ， 000円

調査・企画・デザイン・設計・製作・施工・

監理・運営およびコンサルティング・プロデュース

より良い「社会交流空間づくり 」 にむけて…。

+株式会社丹青社
干110-0005 東京都台東区上野5-2-2 TEL 03-3836-7221 (代表)

札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・鳥取・福岡

URL http://www.tanseisha.co.jp 
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ミュージアムの集客を強力にサポート
新たなコミュニケーションメディア【イベントナピ】

I~ ・~イベント情報ポータルサイト

、~EventNAVI
http://www.eventnavi.ne.jp 

全国のイベント情報年間約10万件を発信するイベントナビ。
企画展・特別展などへの来場促進に、ぜひご活用ください。

| イベント情報 | 
|無料登録受付中.

巴株式会社Yラキ寸.:r:重基金t
本社 東京都港区芝浦4-6-4 〒 108-8565 電1i! 03-3455- 1 1 ? lIffi

企画阻計デザインプロデユース調也制作穂工

ロボットガ誘う、歴史伝説の世界

伝統文化の保存と伝承を目的としだ施設、
建設|こも積極的に参加しております。

mKYOSCI印 11

ミユージアム・シヨツ7向/教育用地学標本
地学標本(化石・鉱物 ・ 岩石)
古生物関係模型(レプリカ)

|大英博物館/恐竜復元模型
sﾍnce1974 

.常設ショ ルーム紀伊園屋書店新宿本店 1F TEL.03C3354l0131(代表)

鑓東京ザイエンス
干 15ト005 1 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-8-2 イワオアネックスピル

TEL.03 (3350) 6725 FAX 03(3350)6745 

http://www.tokyo-science.co.jp E-mail:info@tokyo-science.co.jp 

全科協ニュース編集委員会

NHK放送博物館 チーフディレクター 河野光子

滋賀県立琵琶湖博物館企画調整課長 高橋啓一

ミュージアムパーク茨城県自然史博物館

資料課長都賀和男

国立科学博物館普及部普及課長

国立科学博物館普及部普及課専門職

金科協事務局

武田良正

原因紀子

国立科学博物館普及部普及課村上剛 園山千絵

Tel. 03-5814-9857 ・ 9858 Fax.03-5814-9898 

発行日平成14年 3 月 1 日

発行全国科学博物館協議会。

wllO-8718 台東区上野公園7-20 国立科学博物館内

印刷島崎印刷株式会社

~'lÇ:. c~ 

文化施設・商業施設・動刻・ディスプレイ・デザイン・設計・制個演出・施工

kokollOi庄市i-5522村市間交jE読んZ
ゃー!~.~

格式書社ココロ http://www.kokoro-dreams.co.Jp/ 
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